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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
29
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の
新
春
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
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昨
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は
土
浦
商
工
会
議
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迎
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催
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謝
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小
企
業
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環
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改
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再
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し
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り
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総
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取
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組
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り
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す
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活
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め
進
め
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る
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中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
の
具
現
化
が
、
こ
の
地

域
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け
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
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め
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動
、
市
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生
活
の
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き
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寄
与
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こ
と
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待
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も
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国

や
県
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と
な
っ
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域
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性
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た
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種
々
の
施
策
を
皆
様

方
と
と
も
に
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り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
肝
要
か
と
存
じ
ま
す
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緧
（
ち

ぢ
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新

し
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も
の
が
で
き
あ
が
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こ
と

を
意
味
す
る
そ
う
で
す
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い
わ
ば
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こ
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ま
で
の
物
事
の
結
果
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「
果
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得
ら
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る
と
い
う
意
味
に

繋
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る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
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。
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平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
、謹
ん

で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
の
使
命
で
あ
る
企

業
の
繁
栄
、地
域
の
再
生
、日
本
の

成
長
の
同
時
実
現
に
向
け
て
、重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、「
中

小
企
業
の
成
長
の
底
上
げ
」と「
地

方
創
生
の
実
現
」と
考
え
ま
す
。

　
ま
ず
、深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に

対
し
て
、女
性
や
高
齢
者
な
ど
多
様

な
人
材
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。中
小
企
業
は
、

女
性
の
活
躍
推
進
、柔
軟
な
働
き
方

の
導
入
、高
齢
者
の
積
極
的
な
雇
用

な
ど「
働
き
方
改
革
」を
い
ち
早
く

実
践
し
て
い
ま
す
が
、こ
う
し
た
取

り
組
み
を
加
速
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、人
手
不
足
を
解
決
す
る

も
う
一
つ
の
方
策
は
、「
生
産
性
向

上
」で
す
。

　
生
産
性
向
上
の
有
力
な
手
段
と

し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の

導
入
が
あ
り
ま
す
が
、中
小
企
業
の

取
り
組
み
は
、ま
だ
わ
ず
か
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。経
営
者
自
身
の
気

づ
き
を
促
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
超
え
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
、ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、工
場

の
生
産
現
場
や
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
人
手
不
足
に
は
、そ
の
解
決
を
図

る
過
程
で
、構
造
改
革
の
中
で
も
最

も
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る「
働
き

方
改
革
」を
加
速
す
る
と
と
も
に
、

若
者
と
女
性
の
活
躍
す
る
場
を
拡

大
し
、さ
ら
に
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入
の
大
き
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
面
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
中
小
企
業
が
直
面
す
る
も
う
一

つ
の
課
題
は
、「
後
継
者
の
確
保
」で

あ
り
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
と
し
て
、事
業
承
継

の
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

日
本
商
工
会
議
所

　会

　頭

　
　三

　村

　明

　夫

中
小
企
業
の
成
長
と
地
方
創
生
の
柱
に

と
も
に
、事
業
承
継
の
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
と
な
っ
て
い
る「
事
業
承
継
税

制
の
見
直
し
」に
つ
い
て
も
、提
言

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
我
が
国
の
付
加
価
値
額
の
約
半

分
は
、三
大
都
市
圏
以
外
の
地
方
で

生
み
出
さ
れ
て
お
り
、「
地
方
創
生

の
実
現
」は
、潜
在
成
長
率
の
引
き

上
げ
と
持
続
的
な
経
済
成
長
に
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、地
方
創
生
の
実
現
に
向
け

て
、広
域
観
光
振
興
や
農
商
工
連
携

な
ど
、地
域
の
資
源
や
強
み
を
最
大

限
に
活
用
し
た
成
長
産
業
を
育
成

し
、域
外
の
需
要
、消
費
、投
資
を
取

り
込
む
こ
と
の
重
要
性
を
繰
り
返

し
申
し
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。さ

ら
に
、地
域
で
産
ん
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ

は
、地
域
で
消
費
す
る
循
環
を
創
出

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、５

１
５
商
工
会
議
所
、青
年
部
、女
性

会
、海
外
の
商
工
会
議
所
等
と
の
緊

密
な
連
携
の
下
、企
業
、地
域
、そ
し

て
、日
本
経
済
の
持
続
的
な
成
長
の

実
現
に
向
け
、全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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会
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コ
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ポ
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藤
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土
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工
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岡
商
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㈲
瀬
古
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弥
次
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店

土
浦
ケ
ー
ブ
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テ
レ
ビ
㈱

㈱
霞
月
楼

㈱
山
本
工
務
店

㈱
山
本
新
聞
店

監

　事

古
谷
野
経
営
労
務
管
理
事
務
所

林
税
務
会
計
事
務
所

議

　員

㈱
ア
キ
ラ

㈱
明
建
ハ
ウ
ス

常
陽
水
道
工
業
㈱

㈲
イ
ズ
ミ
ヤ

㈲
イ
チ
カ
ワ
企
画

㈱
伊
東
商
事

㈲
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パニ
ー

㈲
今
井
精
肉
店

㈱
内
田
商
会

大
山
電
機
㈱

㈱
岡
野
設
備
工
業
所

勝
田
商
事
㈲

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
新
春
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
土
浦
商
工
会
議

所
創
立
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。
企

画
い
た
し
ま
し
た
各
記
念
行
事
も

盛
会
裡
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係

機
関
、
団
体
、
地
域
の
商
工
業
者

の
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に

よ
る
も
の
と
あ
ら
た
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
の
世
界
情

勢
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
英
国
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
、
ア
メ
リ
カ
新
大
統
領

ト
ラ
ン
プ
氏
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
不
参
加
表

明
、
北
朝
鮮
に
よ
る
度
重
な
る
ミ

サ
イ
ル
発
射
実
験
、
朴
大
統
領
の

機
密
文
書
問
題
に
端
を
発
し
た
韓

国
の
混
乱
等
、
大
き
く
揺
れ
動
き
、

世
界
経
済
に
も
大
き
な
波
紋
を
広

げ
て
お
り
ま
す
。
緩
や
か
な
が
ら

回
復
基
調
に
あ
っ
た
日
本
経
済
に

も
影
響
を
与
え
る
恐
れ
も
あ
り
、

ひ
い
て
は
地
方
経
済
や
中
小
企
業

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
改
善
の
足

か
せ
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
日
本
は
、
少
子
高
齢
化

な
ど
の
人
口
減
少
、
深
刻
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
勢
、
社
会
資
本
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
、
疲
弊
す
る
地
方
再

生
な
ど
の
困
難
な
課
題
も
山
積
し

て
お
り
、
国
も
総
力
を
結
集
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
都
市
の
活

力
維
持
と
向
上
を
図
る
た
め
進
め

て
い
る
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
の
具
現
化
が
、
こ
の
地

域
に
お
け
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

高
め
、
企
業
活
動
、
市
民
生
活
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
国

や
県
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
活
性

化
の
た
め
の
種
々
の
施
策
を
皆
様

方
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
肝
要
か
と
存
じ
ま
す
。

　
今
年
は
酉
年
。
酉
は
「
緧
（
ち

ぢ
む
）
」
と
も
解
釈
さ
れ
「
十
分

に
熟
し
た
状
態
」
あ
る
い
は
「
新

し
い
も
の
が
で
き
あ
が
る
」
こ
と

を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。
い
わ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
物
事
の
結
果
に
「
果

実
」
が
得
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に

繋
が
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
皆
様
と
と
も
に
元
気
に
活
躍
し
、

鳥
が
大
空
を
羽
ば
た
く
よ
う
に
、

こ
の
地
域
が
大
き
く
飛
翔
し
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

土
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校
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日
本
交
通
㈱

㈱
矢
口
長
太
郎
商
店

㈱
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田

栗
田
ア
ル
ミ
工
業
㈱

㈱
ア
ー
ル
ビ
ー

㈲
若
山
金
物
店

喪
中
欠
礼

副
会
頭

小
坂
タ
ク
シ
ー
㈲

常
議
員

辰
三
産
業
㈱

㈱
筑
波
銀
行 

本
店
営
業
部

議
員

河
合
隆
司
法
書
士
事
務
所

㈱
千
代
田
興
業

㈱
ハ
シ
モ
ト

香

　取

　秀

　総

川

　上

　厚

　子

川

　田

　康

　順

菊

　地

　廣

　輝

木

　村

　恵

　子

木

　村

　芳

　弘

栗

　原

　
　
　賢

黒

　澤

　不
二
夫

齊

　田

　惠
美
子

佐

　藤

　之

　則

嶋

　田

　玲

　子

関

　
　

   

和

　郎

鈴

　木

　志

　郎

鈴

　木

　豊

　明

説

　田

　和

　彦

高

　塚

　千

　史

田

　中

　義

　法

塚

　﨑

　雅

　之

塚

　田

　
　
　諭

塚

　本

　英

　幸

塚

　本

　美

　明

照

　沼

　政

　彦

中

　澤

　
　
　修

中

　根

　祐

　一

生

　井

　義

　雄

平

　田

　泰

　史

廣

　瀬

　勝

　俊

藤

　澤

　一

　志

藤

　代

　哲

　朗

堀

　越

　大

　介

的

　場

　弘

　幸

箕

　輪

　好

　夫

溝

　口

　隆

　一

村

　岡

　美

　紀

矢

　口

　幸

　一

矢

　口

　孝
太
郎

矢

　口

　博

　己

矢

　口

　幸

　夫

矢

　萩

　晋

　二

米

　田

　一

　夫

若

　山

　光

　司

小

　坂

　
　
　博

岡

　野

　良

　男

瀬

　尾

　達

　朗

河

　合

　
　
　隆

君

　山

　
　
　毅

橋

　本

　信
一
郎

㈱
ホ
テ
ル 

ア
ル
フ
ァ
・

ザ
・
土
浦

㈱
カ
ス
ミ

土
浦
ピ
ア
タ
ウ
ン
店

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

土
浦
営
業
所

茨
城
県
信
用
組
合

土
浦
支
店

　
平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
、謹
ん

で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
の
使
命
で
あ
る
企

業
の
繁
栄
、地
域
の
再
生
、日
本
の

成
長
の
同
時
実
現
に
向
け
て
、重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、「
中

小
企
業
の
成
長
の
底
上
げ
」と「
地

方
創
生
の
実
現
」と
考
え
ま
す
。

　
ま
ず
、深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に

対
し
て
、女
性
や
高
齢
者
な
ど
多
様

な
人
材
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。中
小
企
業
は
、

女
性
の
活
躍
推
進
、柔
軟
な
働
き
方

の
導
入
、高
齢
者
の
積
極
的
な
雇
用

な
ど「
働
き
方
改
革
」を
い
ち
早
く

実
践
し
て
い
ま
す
が
、こ
う
し
た
取

り
組
み
を
加
速
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、人
手
不
足
を
解
決
す
る

も
う
一
つ
の
方
策
は
、「
生
産
性
向

上
」で
す
。

　
生
産
性
向
上
の
有
力
な
手
段
と

し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の

導
入
が
あ
り
ま
す
が
、中
小
企
業
の

取
り
組
み
は
、ま
だ
わ
ず
か
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。経
営
者
自
身
の
気

づ
き
を
促
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
超
え
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
、ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、工
場

の
生
産
現
場
や
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
人
手
不
足
に
は
、そ
の
解
決
を
図

る
過
程
で
、構
造
改
革
の
中
で
も
最

も
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る「
働
き

方
改
革
」を
加
速
す
る
と
と
も
に
、

若
者
と
女
性
の
活
躍
す
る
場
を
拡

大
し
、さ
ら
に
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入
の
大
き
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
る
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
面
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
中
小
企
業
が
直
面
す
る
も
う
一

つ
の
課
題
は
、「
後
継
者
の
確
保
」で

あ
り
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
と
し
て
、事
業
承
継

の
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

日
本
商
工
会
議
所

　会

　頭

　
　三

　村

　明

　夫

中
小
企
業
の
成
長
と
地
方
創
生
の
柱
に

と
も
に
、事
業
承
継
の
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
と
な
っ
て
い
る「
事
業
承
継
税

制
の
見
直
し
」に
つ
い
て
も
、提
言

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
我
が
国
の
付
加
価
値
額
の
約
半

分
は
、三
大
都
市
圏
以
外
の
地
方
で

生
み
出
さ
れ
て
お
り
、「
地
方
創
生

の
実
現
」は
、潜
在
成
長
率
の
引
き

上
げ
と
持
続
的
な
経
済
成
長
に
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、地
方
創
生
の
実
現
に
向
け

て
、広
域
観
光
振
興
や
農
商
工
連
携

な
ど
、地
域
の
資
源
や
強
み
を
最
大

限
に
活
用
し
た
成
長
産
業
を
育
成

し
、域
外
の
需
要
、消
費
、投
資
を
取

り
込
む
こ
と
の
重
要
性
を
繰
り
返

し
申
し
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。さ

ら
に
、地
域
で
産
ん
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ

は
、地
域
で
消
費
す
る
循
環
を
創
出

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、５

１
５
商
工
会
議
所
、青
年
部
、女
性

会
、海
外
の
商
工
会
議
所
等
と
の
緊

密
な
連
携
の
下
、企
業
、地
域
、そ
し

て
、日
本
経
済
の
持
続
的
な
成
長
の

実
現
に
向
け
、全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
29
年
の
新
春
を
、
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
川
会
頭
を
は
じ
め
、
土
浦
商

工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に
は
、
本

市
商
工
業
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
市
政
各
般
に
わ

た
り
、
格
別
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
英

国
の
E
U
離
脱
、
ト
ラ
ン
プ
次
期

米
大
統
領
の
T
P
P
離
脱
表
明
、

先
進
国
の
政
情
不
安
等
、
我
が
国

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
安
全
保
障
の
面
で
も
、

北
朝
鮮
の
核
実
験
、
欧
米
で
相
次

ぐ
テ
ロ
事
件
、
中
国
の
海
洋
進
出

等
、
先
行
き
不
透
明
感
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
昨
年
、
新
消
防
庁
舎

の
開
庁
、
水
郷
プ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
新
市
営
斎
場
の

供
用
等
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
の
基
礎
を
固
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
図
書
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
核
と
し
た
土
浦
駅
前
北
地
区
再

開
発
、
茨
城
国
体
で
野
球
会
場
と

な
る
川
口
運
動
公
園
野
球
場
、
来

年
開
校
の
新
治
地
区
小
中
一
貫
教

育
学
校
を
着
実
に
仕
上
げ
、
本
市

の
一
層
の
活
力
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
日
本
一
の
「
つ
く
ば
霞

ケ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
の
開
通
、

霞
ケ
浦
を
含
む
筑
波
山
地
域
の
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
等
を
契
機
に
、

地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
と
市

民
の
皆
様
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、
本
市
の

将
来
像
で
あ
る
「
水
・
み
ど
り
・

人
が
き
ら
め
く 

安
心
の
ま
ち 

活
力

の
ま
ち
土
浦
」
の
実
現
に
向
け
た

飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
決
意
を

も
っ
て
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
土
浦
商
工
会
議
所
会

員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

土
浦
市
長

　
　中

　川

　
　
　清

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
す
が
す
が
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
地
域
経
済
の
一
部
に

弱
さ
も
見
ら
れ
、
厳
し
さ
が
残
る

一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、Ｇ
７
科
学

技
術
大
臣
会
合
や
県
北
芸
術
祭
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
来

県
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
、
企
業

の
立
地
が
順
調
に
進
む
な
ど
、
明

る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
人
口
が
減
少
す
る
中

に
あ
っ
て
、
地
域
の
活
力
を
維
持

し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
重

要
な
年
で
あ
り
ま
す
。
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
や
行
財
政
改
革
を

進
め
な
が
ら
、
地
方
創
生
や
「
人

が
輝
く
　
元
気
で
住
み
よ
い
　
い

ば
ら
き
」
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
人
が
輝
く
い
ば
ら
き
」

づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
人

数
教
育
や
理
数
・
国
際
理
解
教
育
、

道
徳
・
郷
土
教
育
な
ど
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
就
学
前
教
育
や

自
然
体
験
な
ど
に
力
を
入
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
自
主
性
・
自
立
性
を

育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
女

性
や
若
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
や
文
化
の
振
興
な
ど
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
元
気
な
い
ば
ら
き
」
づ

く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
働
く
場

の
確
保
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
や
企
業
誘
致
、
最
先
端

科
学
技
術
を
活
か
し
た
新
産
業
・

新
技
術
の
創
出
や
中
小
企
業
の
振

興
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ひ
よ
っ

こ
」
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
の
振

興
、
農
業
の
６
次
産
業
化
や
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
輸
出
の
促
進
、

人
材
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
や
地
元
定

着
の
推
進
、
県
北
地
域
の
振
興
な

ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
住
み
よ
い
い
ば
ら
き
」

づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子

高
齢
化
が
急
激
に
進
む
中
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な

い
若
い
世
代
へ
の
支
援
、
医
師
確

保
や
救
急
医
療
体
制
の
整
備
、
高

齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

や
障
害
者
の
自
立
支
援
、
さ
ら
に

は
治
安
の
確
保
や
交
通
安
全
対
策

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
世
界
湖
沼
会
議
や
茨
城

国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
知
事

　
　橋

　本

　
　
　昌
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平
成
29
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
28
年
度
の
会
長

職
を
拝
命
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
１

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
当
青
年
部
は
市
・
県

内
外
へ
と
幅
広
く
活
発
に
活
動
を

行
い
、
非
常
に
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
茨
城
県
内
外
の
商
工
会
議
所
青

年
部
と
の
情
報
交
換
や
事
業
へ
の

参
加
、
地
域
内
関
係
団
体
と
の
協

働
事
業
の
推
進
、
常
磐
線
東
海
道

線
乗
り
入
れ
推
進
協
議
会
へ
の
支

援
、
委
員
会
事
業
と
し
て
、
ま
ち

の
発
展
並
び
に
自
己
研
鑽
を
目
的

と
し
た
勉
強
会
や
交
流
会
、
新
卒

学
生
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業
説

明
会
、
海
外
視
察
を
含
む
毎
月
開

催
の
例
会
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
並

び
に
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極
的
参

加
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ

て
会
員
同
志
の
連
携
と
熱
意
が
深

ま
っ
た
と
共
に
、
地
域
貢
献
で
き

て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　
特
に
昨
年
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
一
念
通
天
」
〜
土
浦
の
底
力
で
次

（
地
）
力
を
磨
き
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
で
共
に
成
長
し
よ
う
〜
と
し
、

「
勇
気
を
も
っ
て
事
に
当
た
る
」
こ

と
の
た
め
の
「
三
断
力
」（「
判
断

力
」、「
決
断
力
」、「
断
行
力
」）や「
三

識
」（「
知
識
」、「
見
識
」、「
胆
識
」）

を
培
い
成
長
す
る
こ
と
、
そ
し
て

心
を
込
め
て
諦
め
ず
に
努
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
想
い
が
成

功
す
る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て

行
動
し
て
き
た
結
果
が
出
て
き
て

い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
理

解
の
賜
物
と
痛
感
し
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
の
本
年
度
会
長
と
し

て
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

３
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
日

開
催
い
た
し
ま
し
た
本
青
年
部
第

２
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
冨
田

佳
秀
君
が
会
長
予
定
者
の
承
認
を

得
ま
し
た
。
現
在
、
冨
田
次
年
度

会
長
予
定
者
を
中
心
に
平
成
29
年

度
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
お
り

ま
す
。
私
も
会
長
職
の
締
め
く
く

り
と
し
て
「
ま
だ
３
ヶ
月
あ
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
最
後
ま
で
全
力

を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
と
共
に
、
さ
ら
な
る
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

土
浦
商
工
会
議
所

　
青
年
部
会
長

　
　
横
　
山
　
恭
　
教

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
お
揃
い
で
初
日
を
拝
し
、
本

年
の
幸
せ
を
祈
願
さ
れ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
長
期
に
わ
た
る
世
界

的
不
況
の
さ
な
か
、
天
候
や
世
情

の
激
変
が
相
次
ぎ
、
ま
す
ま
す
不

安
が
つ
の
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の

歳
神
様
は
松
飾
り
を
道
し
る
べ
と

し
て
家
々
に
降
り
立
ち
、
必
ず
や

福
を
授
け
て
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
恵
み
が
古
事
記
や
万
葉

集
の
昔
か
ら
世
に
知
ら
れ
た
新
治
・

筑
波
・
常
陸
の
沃
野
に
末
永
く
も

た
ら
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
土
浦
商
工
会
議
所
は
昨
年
創
立

七
十
年
、
そ
の
前
年
、
同
女
性
会

は
創
立
四
十
年
の
記
念
式
典
を

賑
々
し
く
開
催
し
、
県
内
優
位
の

実
績
を
披
露
致
し
ま
し
た
。
女
性

会
は
も
と
よ
り
会
員
個
人
数
名
も

栄
あ
る
表
彰
を
受
け
、
一
同
胸
が

躍
る
経
験
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当

商
工
会
議
所
は
「
歴
史
と
文
化
の

ま
ち
土
浦
」
を
強
固
に
支
え
る
岩

盤
で
あ
り
、「
商
都
土
浦
」
の
立
役

者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
た

り
今
一
度
、
こ
の
誇
り
を
胸
に
刻

ん
で
責
務
を
果
た
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
仕
事
は
、
調
査
研
究
、

県
内
外
出
張
会
議
、
地
元
行
事
と

多
彩
で
す
が
、
多
く
は
国
政
の
下
、

県
や
市
の
行
政
と
の
共
同
事
業
で

あ
り
、
無
償
の
活
動
で
ご
ざ
い
ま

す
。
得
る
も
の
は
社
会
貢
献
の
達

成
感
、
視
野
及
び
行
動
範
囲
の
拡

大
、
思
念
や
感
覚
の
深
化
、
同
志

と
い
う
絆
の
強
さ
等
々
計
り
知
れ

ず
、
元
気
の
源
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
億
総
活
躍
時
代
の
前
線
を

行
く
姿
は
、
一
意
専
心
仕
事
に
尽

く
し
た
人
の
知
恵
の
塊
で
本
当
に

楽
し
く
、
皆
様
に
是
非
入
会
を
と

お
勧
め
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

土
浦
商
工
会
議
所

　
女
性
会
会
長

　
　
大
　
島
　
ト
シ
子
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新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
29
年
の
新
春
を
、
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
川
会
頭
を
は
じ
め
、
土
浦
商

工
会
議
所
会
員
の
皆
様
に
は
、
本

市
商
工
業
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
市
政
各
般
に
わ

た
り
、
格
別
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
英

国
の
E
U
離
脱
、
ト
ラ
ン
プ
次
期

米
大
統
領
の
T
P
P
離
脱
表
明
、

先
進
国
の
政
情
不
安
等
、
我
が
国

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
安
全
保
障
の
面
で
も
、

北
朝
鮮
の
核
実
験
、
欧
米
で
相
次

ぐ
テ
ロ
事
件
、
中
国
の
海
洋
進
出

等
、
先
行
き
不
透
明
感
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
昨
年
、
新
消
防
庁
舎

の
開
庁
、
水
郷
プ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
新
市
営
斎
場
の

供
用
等
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
の
基
礎
を
固
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
図
書
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
核
と
し
た
土
浦
駅
前
北
地
区
再

開
発
、
茨
城
国
体
で
野
球
会
場
と

な
る
川
口
運
動
公
園
野
球
場
、
来

年
開
校
の
新
治
地
区
小
中
一
貫
教

育
学
校
を
着
実
に
仕
上
げ
、
本
市

の
一
層
の
活
力
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
日
本
一
の
「
つ
く
ば
霞

ケ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
」
の
開
通
、

霞
ケ
浦
を
含
む
筑
波
山
地
域
の
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
等
を
契
機
に
、

地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
と
市

民
の
皆
様
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
基
本
姿
勢
に
掲
げ
、
本
市
の

将
来
像
で
あ
る
「
水
・
み
ど
り
・

人
が
き
ら
め
く 

安
心
の
ま
ち 

活
力

の
ま
ち
土
浦
」
の
実
現
に
向
け
た

飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
決
意
を

も
っ
て
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
土
浦
商
工
会
議
所
会

員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

土
浦
市
長

　
　中

　川

　
　
　清

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
す
が
す
が
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
地
域
経
済
の
一
部
に

弱
さ
も
見
ら
れ
、
厳
し
さ
が
残
る

一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、Ｇ
７
科
学

技
術
大
臣
会
合
や
県
北
芸
術
祭
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
来

県
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
、
企
業

の
立
地
が
順
調
に
進
む
な
ど
、
明

る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
人
口
が
減
少
す
る
中

に
あ
っ
て
、
地
域
の
活
力
を
維
持

し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
重

要
な
年
で
あ
り
ま
す
。
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
や
行
財
政
改
革
を

進
め
な
が
ら
、
地
方
創
生
や
「
人

が
輝
く
　
元
気
で
住
み
よ
い
　
い

ば
ら
き
」
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
人
が
輝
く
い
ば
ら
き
」

づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
人

数
教
育
や
理
数
・
国
際
理
解
教
育
、

道
徳
・
郷
土
教
育
な
ど
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
就
学
前
教
育
や

自
然
体
験
な
ど
に
力
を
入
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
自
主
性
・
自
立
性
を

育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
女

性
や
若
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
や
文
化
の
振
興
な
ど
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
元
気
な
い
ば
ら
き
」
づ

く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
働
く
場

の
確
保
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
や
企
業
誘
致
、
最
先
端

科
学
技
術
を
活
か
し
た
新
産
業
・

新
技
術
の
創
出
や
中
小
企
業
の
振

興
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ひ
よ
っ

こ
」
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
の
振

興
、
農
業
の
６
次
産
業
化
や
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
輸
出
の
促
進
、

人
材
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
や
地
元
定

着
の
推
進
、
県
北
地
域
の
振
興
な

ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
住
み
よ
い
い
ば
ら
き
」

づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子

高
齢
化
が
急
激
に
進
む
中
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な

い
若
い
世
代
へ
の
支
援
、
医
師
確

保
や
救
急
医
療
体
制
の
整
備
、
高

齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

や
障
害
者
の
自
立
支
援
、
さ
ら
に

は
治
安
の
確
保
や
交
通
安
全
対
策

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
世
界
湖
沼
会
議
や
茨
城

国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
知
事

　
　橋

　本

　
　
　昌
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平
成
29
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
28
年
度
の
会
長

職
を
拝
命
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
１

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
当
青
年
部
は
市
・
県

内
外
へ
と
幅
広
く
活
発
に
活
動
を

行
い
、
非
常
に
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
茨
城
県
内
外
の
商
工
会
議
所
青

年
部
と
の
情
報
交
換
や
事
業
へ
の

参
加
、
地
域
内
関
係
団
体
と
の
協

働
事
業
の
推
進
、
常
磐
線
東
海
道

線
乗
り
入
れ
推
進
協
議
会
へ
の
支

援
、
委
員
会
事
業
と
し
て
、
ま
ち

の
発
展
並
び
に
自
己
研
鑽
を
目
的

と
し
た
勉
強
会
や
交
流
会
、
新
卒

学
生
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業
説

明
会
、
海
外
視
察
を
含
む
毎
月
開

催
の
例
会
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
並

び
に
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積
極
的
参

加
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ

て
会
員
同
志
の
連
携
と
熱
意
が
深

ま
っ
た
と
共
に
、
地
域
貢
献
で
き

て
い
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　
特
に
昨
年
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
一
念
通
天
」
〜
土
浦
の
底
力
で
次

（
地
）
力
を
磨
き
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
で
共
に
成
長
し
よ
う
〜
と
し
、

「
勇
気
を
も
っ
て
事
に
当
た
る
」
こ

と
の
た
め
の
「
三
断
力
」（「
判
断

力
」、「
決
断
力
」、「
断
行
力
」）や「
三

識
」（「
知
識
」、「
見
識
」、「
胆
識
」）

を
培
い
成
長
す
る
こ
と
、
そ
し
て

心
を
込
め
て
諦
め
ず
に
努
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
想
い
が
成

功
す
る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て

行
動
し
て
き
た
結
果
が
出
て
き
て

い
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
偏
に
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
理

解
の
賜
物
と
痛
感
し
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
の
本
年
度
会
長
と
し

て
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

３
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
日

開
催
い
た
し
ま
し
た
本
青
年
部
第

２
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
冨
田

佳
秀
君
が
会
長
予
定
者
の
承
認
を

得
ま
し
た
。
現
在
、
冨
田
次
年
度

会
長
予
定
者
を
中
心
に
平
成
29
年

度
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
お
り

ま
す
。
私
も
会
長
職
の
締
め
く
く

り
と
し
て
「
ま
だ
３
ヶ
月
あ
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
最
後
ま
で
全
力

を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
と
共
に
、
さ
ら
な
る
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

土
浦
商
工
会
議
所

　
青
年
部
会
長

　
　
横
　
山
　
恭
　
教

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
お
揃
い
で
初
日
を
拝
し
、
本

年
の
幸
せ
を
祈
願
さ
れ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
長
期
に
わ
た
る
世
界

的
不
況
の
さ
な
か
、
天
候
や
世
情

の
激
変
が
相
次
ぎ
、
ま
す
ま
す
不

安
が
つ
の
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の

歳
神
様
は
松
飾
り
を
道
し
る
べ
と

し
て
家
々
に
降
り
立
ち
、
必
ず
や

福
を
授
け
て
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
恵
み
が
古
事
記
や
万
葉

集
の
昔
か
ら
世
に
知
ら
れ
た
新
治
・

筑
波
・
常
陸
の
沃
野
に
末
永
く
も

た
ら
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
土
浦
商
工
会
議
所
は
昨
年
創
立

七
十
年
、
そ
の
前
年
、
同
女
性
会

は
創
立
四
十
年
の
記
念
式
典
を

賑
々
し
く
開
催
し
、
県
内
優
位
の

実
績
を
披
露
致
し
ま
し
た
。
女
性

会
は
も
と
よ
り
会
員
個
人
数
名
も

栄
あ
る
表
彰
を
受
け
、
一
同
胸
が

躍
る
経
験
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当

商
工
会
議
所
は
「
歴
史
と
文
化
の

ま
ち
土
浦
」
を
強
固
に
支
え
る
岩

盤
で
あ
り
、「
商
都
土
浦
」
の
立
役

者
で
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
た

り
今
一
度
、
こ
の
誇
り
を
胸
に
刻

ん
で
責
務
を
果
た
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
仕
事
は
、
調
査
研
究
、

県
内
外
出
張
会
議
、
地
元
行
事
と

多
彩
で
す
が
、
多
く
は
国
政
の
下
、

県
や
市
の
行
政
と
の
共
同
事
業
で

あ
り
、
無
償
の
活
動
で
ご
ざ
い
ま

す
。
得
る
も
の
は
社
会
貢
献
の
達

成
感
、
視
野
及
び
行
動
範
囲
の
拡

大
、
思
念
や
感
覚
の
深
化
、
同
志

と
い
う
絆
の
強
さ
等
々
計
り
知
れ

ず
、
元
気
の
源
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
億
総
活
躍
時
代
の
前
線
を

行
く
姿
は
、
一
意
専
心
仕
事
に
尽

く
し
た
人
の
知
恵
の
塊
で
本
当
に

楽
し
く
、
皆
様
に
是
非
入
会
を
と

お
勧
め
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

土
浦
商
工
会
議
所

　
女
性
会
会
長

　
　
大
　
島
　
ト
シ
子
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土浦商工会議所創立 70周年記念事業

土浦商工会議所
ビジネスフェア
開催のご案内
土浦商工会議所創立70周年記念事業の一環として、会員企
業の新たな取引先の開拓を図り、地域を超えたビジネス
チャンス拡大を目的とした商談展示会を開催します。新た
なビジネスパートナーを探したい方など、企業関係者のご
来場をお待ちしております。

参加メリット
●取引したい企業の担当者に直接、営業活動が行えます !!
●異業種とのビジネスチャンス、ネットワークが拡大！
●自社にプラスとなる意外な提案・出会いも期待できます！

□出展企業数
　製品・技術等の展示　　　18社程度
　商品・サービス等の展示　20社程度（合計38社程度）
□問合せ先：商工振興課

□開催日時及び場所
　平成 29年２月２日（木）
　　　　　　　午前 10時～午後４時
　「ホテルマロウド筑波」
　土浦市城北町 2-24 　TEL029-822-3000

決算および確定申告指導会
のお知らせ

決算および確定申告指導会
のお知らせ

下記の日程により窓口相談会を実施いたし
ます。指定日には、関東信越税理士会土浦
支部の協力により税理士が同席し、指導い
ただける事となっています。また、指定日
以外でも受付をいたしますので、お気軽に
ご利用ください。

時　間　午前の部　午前９時30分～12時
　　　　午後の分　午後１時～４時
　　　　※2月25日の、3月4日の土曜日は
　　　　   午後の部のみ（午後1時～4時）
会　場　土浦商工会議所３階ホール
持ち物　決算書又は収支内訳書（含前年度

控）、関係諸帳簿、確定申告書
（含前年度控）、納付書、印鑑、
生命保険料・医療費等支払証明
書、その他関係書類

対象者　個人事業主で税理士に依頼されて
いない方

2月16日(木)　20日(月)　21日(火)
　　24日(金)　25日(土)
3月   3日(金)　    4日(土)　  6日(月)
　　   7日(火)　    8日(水)　  9日(木)
　　10日(金)

問合せ先：商工振興課

元気いばらき就職面接会元気いばらき就職面接会
開催日時 平成29年１月27日（金）

午後１時30分～午後３時30分

会場 県土浦合同庁舎（土浦市真鍋５丁目17番26号）

◇各種相談コーナー
　　「キャリアカウンセリング」「就農相談」
　　「介護福祉職」相談コーナー

対象求職者
若者や離職され再就職を目指す方など求職中の方
（現在学生の方の参加はご遠慮ください）

参加事業所
県内に本社または勤務先がある事業所 約20社（予定）

いばらき就職支援センター 県南地区センター
電話 029-825-3410

問合せ先

主催 茨城県 共催 土浦市、土浦地区雇用対策協議会

障害者就職面接会障害者就職面接会
開催日時 平成29年2 月14 日（火）

午後１時～午後３時30分
会場 ホテルグランド東雲（つくば市小野崎488－1）

問合せ先 ハローワーク土浦 電話 822-5124

申込み先
　就職面接会に参加希望の方は、ハローワーク土浦へ事
前に参加申込みをお願いします（なお、障害のある方で、
やむを得ず事前の参加申込みができなかった方は、当日
直接の参加も可能です。ただし、履歴書と障害者手帳を
ご持参ください）。

詳細は、「茨城県労働政策課」のホームページをご覧ください。（「平成28
年度元気いばらき就職面接会」で検索）

平成29年１月発行　No.5777 土浦商工会議所会報

＜お問合せ先＞水戸支社　土浦営業所　〒300-0051　土浦市真鍋1-16-11　延増第３ビル２F　TEL　029-822-3972 

第
13
回

第
13
回
土浦の雛まつり土浦の雛まつり

午前10時～午後４時午前10時～午後４時

会場／土浦まちかど蔵
　　　　「大徳」・「野村」
　　　周辺商店街　小町の館 他

会場／土浦まちかど蔵
　　　　「大徳」・「野村」
　　　周辺商店街　小町の館 他

２月４日土～３月３日金２月４日土～３月３日金

問合せ先／(一社)土浦市観光協会　電話８２４ー２８１０問合せ先／(一社)土浦市観光協会　電話８２４ー２８１０

「おしるこのおもてなし」（無料）「おしるこのおもてなし」（無料）
２月19日　午前10時30分～午後２時
２月26日　午前10時30分～午後２時
会場：土浦商工会議所前
※和服来場者の方へ「雛あられ」プレゼント

２月26日　第１部 午前11時、第２部 午後２時
会場：ウララ１Fラウンジ
　　　土浦市大和町9-1

土浦商工会議所女性会土浦商工会議所女性会

束帯・十二単装束の着装実演束帯・十二単装束の着装実演

土浦市観光協会土浦市観光協会http://www.tsuchiura-kankou.jp/
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荒川沖DO!! すっぺまつ
り

荒川沖DO!! すっぺまつ
り

1月29日日 午前
10時～午後２

時
1月29日日 午前

10時～午後２
時

第11回

開催場所
土浦市荒川沖小学校体育館及びその周辺

イベント内容
土浦市立第三中学校吹奏楽部
節分豆まきと鬼退治
つくばオールスターチア
バンド演奏
お囃子 他
「地元食材で集う！！食の祭典」A1グランプリ
　地域有名店及び地域住民による模擬店コーナー
土浦警察署及び交通機動隊による安全教室

主催者 荒川沖DO!!SPE会
荒川沖DO!!すっぺまつり実行委員会

後援者 土浦市、土浦商工会議所
土浦市観光協会、土浦ケーブルテレビ㈱

問合せ先 荒川沖DO！！すっぺまつり実行委員会
（ヘアーサロンいいじま内）
TEL 841-1051
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非正規雇用労働者のキャリアアップに取り組む事業主を支援します！

キャリアアップ助成金のご案内
有期契約労働者、短時間労働者、派遣労働者といった、非正規雇用労働者の企業内でのキャリアアップ等を促進す
るため、正社員化、人材育成、処遇改善の取組を実施した事業主に対して助成する制度です。

◆生産性の向上が認められる要件については、厚生労働省HP「生産性を向上させた企業は労働関係助成金が割増さ
れます」をご確認ください。
◆すべてのコースにおいて、助成人数や助成額に上限があります。

問合せ先：ハローワーク　TEL 822-5124

助 成 内 容 助 成 額 （ ）は中小企業以外の額

有期契約労働者等を
・正規雇用労働者・多
様な正社員等に転換
または
・直接雇用した場合

有期契約労働者等に
・一般職業訓練（Off-JT）
・有期実習型訓練
（「ジョブ・カード」を活用したOff-JT+OJT）

・中長期的キャリア形
成訓練（専門的・実践的な教育
訓練）（Off-JT）を行った場合

有期契約労働者等に次
のいずれかの取組を
行った場合

①全て又は一部の賃金
規定等（基本給）を
増額改定させた場合

②正規雇用労働者との
共通の処遇制度を導
入・適用した場合

③短時間労働者の週所
定労働時間を延長
し、社会保険を適用
した場合

①有期→正規：１人当たり60万円（45万円）
②有期→無期：１人当たり30万円（22.5万円）
③無期→正規：１人当たり30万円（22.5万円）
④有期→多様な正社員（勤務地・職務限定、短時間正社員）
　　　　　　：１人当たり40万円（30万円）
⑤無期→多様な正社員：１人当たり10万円（7.5万円）
⑥多様な正社員→正規：１人当たり20万円（15万円）
※派遣労働者を派遣先で正規雇用等として直接雇用する場合、
　①③１人当たり30万円（中小企業以外も同額）加算④⑤１人当たり15万円（中小企業以外も同額）加算
※母子家庭の母等又は父子家庭の父の場合、若者雇用促進法に基づく認定事業主が35歳未満の者を転換等した場合
　①１人当たり10万円（中小企業以外も同額）加算②～⑤５万円（中小企業以外も同額）加算
※ 勤務地・職務限定正社員制度を新たに規定した場合、④⑤１事業所当たり10万円（7.5万円）加算

①賃金規定等改定
・全ての賃金規定等を２％以上増額改定：
対象労働者数が、１～３人:10万円（7.5万円） ４～６人:20万円（15万円）
　　　　　　　　７～10人:30万円（20万円）11～100人:3万円（2万円）×人数
・雇用形態別、職種別等の賃金規定等を２％以上増額改定：
対象労働者数が、１～３人：5万円（3.5万円） ４～６人：10万円（7.5万円）
　　　　　　　　７～10人：15万円（10万円）11～100人：1.5万円（1万円）×人数
※中小企業において3％以上増額した場合、
　・全ての賃金規定等改定：１人当たり14,250円＜18,000円＞加算
　・雇用形態別、職種別等の賃金規定等改定：１人当たり7,600円＜9,600円＞加算
　＜＞は生産性の向上が認められる場合の額
※「職務評価」の手法の活用により実施した場合、１事業所当たり20万円（15万円）加算
②共通処遇推進制度
・法定外の健康診断制度を新たに規定し４人以上実施：１事業所当たり40万円（30万円）
・共通の賃金規定等の導入・適用：１事業所当たり60万円（45万円）
③短時間労働者の労働時間延長
・短時間労働者の週所定労働時間を５時間以上延長し、新たに社会保険に適用した場合:
　１人当たり20万円（15万円）
・上記「①賃金規定等改定」と併せて労働者の手取り収入が減少しないように週所定労
働時間を延長し、新たに社会保険に適用した場合：
１時間以上２時間未満： ４万円（３万円） ２時間以上３時間未満： ８万円（ ６万円）
３時間以上４時間未満：12万円（９万円） ４時間以上５時間未満：16万円（12万円）

Off-JT《１人当たり》
　賃金助成：１時間当たり800円（500円）
　経費助成：一般職業訓練、有期実習型訓練：最大30万円(20万円)
　中長期的キャリア形成訓練（有期実習型訓練後に正規雇用等に転換された場合）
　：最大50万円(30万円) ※実費を限度
OJT《１人当たり》
　実施助成：１時間当たり800円（700円）
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250名参加し盛大に開催された

第 29回  技術士ＣＰＤ講座開催第 29回  技術士ＣＰＤ講座開催
●日時：平成29年2月18日（土） 
　　　　 午後１時30分 ～ 午後５時
●場所： 霞浦の湯 (国民宿舎水郷跡地)
　　　　 土浦市大岩田255   (TEL029－823－1631)
●講演１（午後１時30分 ～午後３時30分）
●演題：『IT/数学を用いた溶接技能の抽出とレーザ溶接の話』
●講師：国立研究開発法人産業技術総合研究所 
　　　　主任研究員    瀬渡 直樹氏
概要：IT技術や数学を使って、熟練が培った溶接に係る技能や技術を可視化する

技術について述べる。具体的には、産総研がものづくり支援のために開発
した「加工技術データベース」にある溶接作業標準や、階層分析法(AHP)
による溶接熟練技術者の注意する溶接欠陥や注目するパラメータの傾向を
説明する。またレーザ溶接や溶接関連の最新情報も併せて紹介。

●講演２（午後３時40分 ～午後５時）
●演題：『建設機械における溶接技術の紹介』
●講師：日立建機㈱ 研究本部　
　　　　技術開発センター　部長　山本 光氏
概要：ロボット溶接工程の生産性向上を主眼に、設備・プロセスの事前検証や自

動化・効率化のさらなる推進、また高強度な溶接継手へのロボット適用等
の技術開発内容について述べる。併せて、依然として熟練工に頼らざるを
得ない工程の負荷軽減や、技能者・管理者の人財育成を含めた技能・技術
の維持伝承に関わる取り組みも紹介。

●参加費：技術士会（会員；500円、非会員；1,000円）、一般；500円
●申込先　・申込締切：2月10日(金)迄
・日本技術士会HP会員コーナー「CPD行事等予定欄」又はHP掲載予定の様式に
より茨城県支部事務局のE-mail又はFaxで申込み願います。

●問合せ先 ： 公益社団法人 日本技術士会 茨城県支部 事務局
　（株）ひたちなかテクノセンター内　
　〒312-0005　ひたちなか市新光町38　Tel ：029-219-5154 

企業や組織におけるクラウドサービスの利活用
術と情報漏洩等のリスク要因を取り除くセキュ
リティー対策についてわかりやすく解説します。

■申し込み・問合せ先　
　（公財）日本電信電話ユーザ協会 茨城支部
　TEL　029-226-7179

ICTセミナー開催
■主催：（公財）日本電信電話ユーザ協会茨城支部
■後援：土浦商工会議所・NTT東日本茨城支店　他

日　時：平成29年２月９日（木）
場　所：土浦市亀城プラザ（第４会議室）
参加費：無料
定　員：30名
申込締切：平成29年１月31日

スケジュール　受付 午後２時30分～
第１部　午後３時～３時40分
　クラウドサービスビジネス活用術
 　講師：石川 誠浩氏（株式会社Wits代表取締役）

第２部　午後３時50分～４時30分
　中小企業のセキュリティー対策
 　講師：諏訪部 達也氏（NTT東日本茨城支店 副支店長）

●定員　
　50名（先着順）

〒300-0812　土浦市下高津３丁目6-7-102



8土浦商工会議所会報平成29年１月発行　No.577

非正規雇用労働者のキャリアアップに取り組む事業主を支援します！

キャリアアップ助成金のご案内
有期契約労働者、短時間労働者、派遣労働者といった、非正規雇用労働者の企業内でのキャリアアップ等を促進す
るため、正社員化、人材育成、処遇改善の取組を実施した事業主に対して助成する制度です。

◆生産性の向上が認められる要件については、厚生労働省HP「生産性を向上させた企業は労働関係助成金が割増さ
れます」をご確認ください。
◆すべてのコースにおいて、助成人数や助成額に上限があります。

問合せ先：ハローワーク　TEL 822-5124

助 成 内 容 助 成 額 （ ）は中小企業以外の額

有期契約労働者等を
・正規雇用労働者・多
様な正社員等に転換
または
・直接雇用した場合

有期契約労働者等に
・一般職業訓練（Off-JT）
・有期実習型訓練
（「ジョブ・カード」を活用したOff-JT+OJT）

・中長期的キャリア形
成訓練（専門的・実践的な教育
訓練）（Off-JT）を行った場合

有期契約労働者等に次
のいずれかの取組を
行った場合

①全て又は一部の賃金
規定等（基本給）を
増額改定させた場合

②正規雇用労働者との
共通の処遇制度を導
入・適用した場合

③短時間労働者の週所
定労働時間を延長
し、社会保険を適用
した場合

①有期→正規：１人当たり60万円（45万円）
②有期→無期：１人当たり30万円（22.5万円）
③無期→正規：１人当たり30万円（22.5万円）
④有期→多様な正社員（勤務地・職務限定、短時間正社員）
　　　　　　：１人当たり40万円（30万円）
⑤無期→多様な正社員：１人当たり10万円（7.5万円）
⑥多様な正社員→正規：１人当たり20万円（15万円）
※派遣労働者を派遣先で正規雇用等として直接雇用する場合、
　①③１人当たり30万円（中小企業以外も同額）加算④⑤１人当たり15万円（中小企業以外も同額）加算
※母子家庭の母等又は父子家庭の父の場合、若者雇用促進法に基づく認定事業主が35歳未満の者を転換等した場合
　①１人当たり10万円（中小企業以外も同額）加算②～⑤５万円（中小企業以外も同額）加算
※ 勤務地・職務限定正社員制度を新たに規定した場合、④⑤１事業所当たり10万円（7.5万円）加算

①賃金規定等改定
・全ての賃金規定等を２％以上増額改定：
対象労働者数が、１～３人:10万円（7.5万円） ４～６人:20万円（15万円）
　　　　　　　　７～10人:30万円（20万円）11～100人:3万円（2万円）×人数
・雇用形態別、職種別等の賃金規定等を２％以上増額改定：
対象労働者数が、１～３人：5万円（3.5万円） ４～６人：10万円（7.5万円）
　　　　　　　　７～10人：15万円（10万円）11～100人：1.5万円（1万円）×人数
※中小企業において3％以上増額した場合、
　・全ての賃金規定等改定：１人当たり14,250円＜18,000円＞加算
　・雇用形態別、職種別等の賃金規定等改定：１人当たり7,600円＜9,600円＞加算
　＜＞は生産性の向上が認められる場合の額
※「職務評価」の手法の活用により実施した場合、１事業所当たり20万円（15万円）加算
②共通処遇推進制度
・法定外の健康診断制度を新たに規定し４人以上実施：１事業所当たり40万円（30万円）
・共通の賃金規定等の導入・適用：１事業所当たり60万円（45万円）
③短時間労働者の労働時間延長
・短時間労働者の週所定労働時間を５時間以上延長し、新たに社会保険に適用した場合:
　１人当たり20万円（15万円）
・上記「①賃金規定等改定」と併せて労働者の手取り収入が減少しないように週所定労
働時間を延長し、新たに社会保険に適用した場合：
１時間以上２時間未満： ４万円（３万円） ２時間以上３時間未満： ８万円（ ６万円）
３時間以上４時間未満：12万円（９万円） ４時間以上５時間未満：16万円（12万円）

Off-JT《１人当たり》
　賃金助成：１時間当たり800円（500円）
　経費助成：一般職業訓練、有期実習型訓練：最大30万円(20万円)
　中長期的キャリア形成訓練（有期実習型訓練後に正規雇用等に転換された場合）
　：最大50万円(30万円) ※実費を限度
OJT《１人当たり》
　実施助成：１時間当たり800円（700円）
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250名参加し盛大に開催された

第 29回  技術士ＣＰＤ講座開催第 29回  技術士ＣＰＤ講座開催
●日時：平成29年2月18日（土） 
　　　　 午後１時30分 ～ 午後５時
●場所： 霞浦の湯 (国民宿舎水郷跡地)
　　　　 土浦市大岩田255   (TEL029－823－1631)
●講演１（午後１時30分 ～午後３時30分）
●演題：『IT/数学を用いた溶接技能の抽出とレーザ溶接の話』
●講師：国立研究開発法人産業技術総合研究所 
　　　　主任研究員    瀬渡 直樹氏
概要：IT技術や数学を使って、熟練が培った溶接に係る技能や技術を可視化する

技術について述べる。具体的には、産総研がものづくり支援のために開発
した「加工技術データベース」にある溶接作業標準や、階層分析法(AHP)
による溶接熟練技術者の注意する溶接欠陥や注目するパラメータの傾向を
説明する。またレーザ溶接や溶接関連の最新情報も併せて紹介。

●講演２（午後３時40分 ～午後５時）
●演題：『建設機械における溶接技術の紹介』
●講師：日立建機㈱ 研究本部　
　　　　技術開発センター　部長　山本 光氏
概要：ロボット溶接工程の生産性向上を主眼に、設備・プロセスの事前検証や自

動化・効率化のさらなる推進、また高強度な溶接継手へのロボット適用等
の技術開発内容について述べる。併せて、依然として熟練工に頼らざるを
得ない工程の負荷軽減や、技能者・管理者の人財育成を含めた技能・技術
の維持伝承に関わる取り組みも紹介。

●参加費：技術士会（会員；500円、非会員；1,000円）、一般；500円
●申込先　・申込締切：2月10日(金)迄
・日本技術士会HP会員コーナー「CPD行事等予定欄」又はHP掲載予定の様式に
より茨城県支部事務局のE-mail又はFaxで申込み願います。

●問合せ先 ： 公益社団法人 日本技術士会 茨城県支部 事務局
　（株）ひたちなかテクノセンター内　
　〒312-0005　ひたちなか市新光町38　Tel ：029-219-5154 

企業や組織におけるクラウドサービスの利活用
術と情報漏洩等のリスク要因を取り除くセキュ
リティー対策についてわかりやすく解説します。

■申し込み・問合せ先　
　（公財）日本電信電話ユーザ協会 茨城支部
　TEL　029-226-7179

ICTセミナー開催
■主催：（公財）日本電信電話ユーザ協会茨城支部
■後援：土浦商工会議所・NTT東日本茨城支店　他

日　時：平成29年２月９日（木）
場　所：土浦市亀城プラザ（第４会議室）
参加費：無料
定　員：30名
申込締切：平成29年１月31日

スケジュール　受付 午後２時30分～
第１部　午後３時～３時40分
　クラウドサービスビジネス活用術
 　講師：石川 誠浩氏（株式会社Wits代表取締役）

第２部　午後３時50分～４時30分
　中小企業のセキュリティー対策
 　講師：諏訪部 達也氏（NTT東日本茨城支店 副支店長）

●定員　
　50名（先着順）

〒300-0812　土浦市下高津３丁目6-7-102
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12
月
の
業
況
と
先
行
き
見
通
し

　
12
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
▲
２
１
．
７
と
、
前
月
か
ら
＋

１
．
２
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。
冬
の
観

光
需
要
が
堅
調
な
宿
泊
業
・
飲
食
業

に
加
え
、
運
送
業
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
な
ど
が
下
支
え
し
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
業
況
感
が
広
く
改
善
し
た
。
ま
た
、

卸
売
業
か
ら
農
産
物
の
価
格
高
騰
の

影
響
が
和
ら
い
だ
と
の
声
や
、
建
設

業
か
ら
住
宅
な
ど
民
間
工
事
の
堅
調

な
動
き
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。
他
方
、
消
費
低
迷
が
続
く
中
、

人
手
不
足
に
よ
る
受
注
機
会
の
損
失

や
人
件
費
の
上
昇
が
中
小
企
業
の
マ

イ
ン
ド
を
下
押
し
し
て
お
り
、
業
況

改
善
の
動
き
は
依
然
と
し
て
力
強
さ

を
欠
い
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
１
．
５
（
今
月
比

＋
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ
ぼ
横
ば

い
を
見
込
む
。
冬
の
賞
与
増
、
株
高

進
行
に
よ
る
個
人
消
費
の
伸
び
や
設

備
投
資
の
増
加
、
海
外
経
済
回
復
に

期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。
他
方
、

消
費
低
迷
の
長
期
化
、
人
手
不
足
の

影
響
拡
大
、
次
期
米
国
大
統
領
の
政

策
の
影
響
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
感

を
懸
念
す
る
声
は
多
く
、
中
小
企
業

に
お
い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て

い
な
い
。

ロ
ボ
調
査

ロ
ボ
調
査
12
月
集
計
結
果
（
早
期
景
気
観
測
）

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
３
カ
月
連
続
改
善
。
先
行
き
は
不
透
明
感
強
く
、
横
ば
い
圏
内
の
動
き

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

《業況ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

※　ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多
いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、
強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
　　業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう3カ月の先行き見通しDI

全 産 業

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

8月 9月

▲24.5

▲22.6

▲20.8

▲27.5

▲37.2

▲16.9

10月

▲25.5

▲12.9

▲18.1

▲29.0

▲47.6

▲20.7

▲21.5

▲6.0

▲20.6

▲24.6

▲34.2

▲19.6

▲24.9

▲17.8

▲20.2

▲33.1

▲38.2

▲18.9

▲27.8

▲16.1

▲24.7

▲27.7

▲43.5

▲23.8

先行き見通し
12～2月

2016年
6月

▲22.9

▲11.0

▲18.2

▲26.4

▲38.5

▲20.3

▲21.7

▲12.7

▲19.6

▲22.5

▲38.2

▲14.6

11月7月

業況ＤＩの推移（全産業・同年同月比）
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土浦商工会議所会報平成29年１月発行　No.577

ＦＡＸ ： 029－822－8844

会員ご意見BOX
当商工会議所事業に対するご意見やご要望、また、業況や経営のご相談などお気軽にお寄せください。

　会員事業所の皆様のニーズを把握し、魅力あるサービスの提供と今後の事業活動の充実を図る為、「会員ご意見BOX」を設置
しました。ホームページ（tcci.jp）からもご意見をお寄せいただくことができますので、よろしくお願いいたします。

事業所名：

ＦＡＸ ：０２９－８２２－８８４４　
又は　メール：info@tcci.jp
　　　　　　土浦商工会議所　行
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労
務
相
談
室

　
抗
が
ん
剤
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
価
格
を
巡

る
問
題
は
緊
急
に
50
％
引
き
下
げ
る
こ

と
で
決
着
し
た
が
、
同
時
に
薬
価
制
度

の
抱
え
る
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

　
健
康
保
険
の
対
象
と
な
る
新
薬
の
価

格
は
、
類
似
薬
効
比
較
方
式
か
原
価
計

算
方
式
の
い
ず
れ
か
で
決
め
ら
れ
る
。

前
者
は
同
じ
効
果
を
持
つ
類
似
薬
が
あ

る
場
合
で
、
後
者
は
類
似
薬
が
な
い
場

合
に
、
原
材
料
費
、
製
造
経
費
な
ど
を

積
み
上
げ
て
算
定
す
る
。
類
似
薬
に
比

べ
高
い
有
用
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
加
算
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
外
国
価

格
と
の
乖
離
（
か
い
り
）
が
大
き
い
場

合
に
は
調
整
を
行
う
。

　
す
で
に
保
険
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
２
年
に
１
度
実

施
さ
れ
る
診
療
報
酬
の
改
定
に
合
わ
せ

て
薬
価
が
改
定
さ
れ
る
。
こ
の
際
に
は

市
場
の
実
勢
価
格
を
反
映
し
て
薬
価
が

改
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
初
の
予
想
販

売
量
を
大
幅
に
超
え
て
販
売
さ
れ
た
医

薬
品
に
つ
い
て
一
定
額
を
超
え
た
場
合

に
は
薬
価
改
定
時
に
価
格
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
（
市
場
拡
大
再
算
定
）
。

　
新
薬
で
あ
る
オ
プ
ジ
ー
ボ
は
、
原
価

計
算
方
式
で
薬
価
が
決
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
世
界
に
先
駆
け
て
日
本
で
発
売
さ

れ
た
た
め
、
発
売
当
初
は
参
考
と
な
る

外
国
価
格
が
な
か
っ
た
。
オ
プ
ジ
ー
ボ

の
原
価
に
対
し
て
、
患
者
数
は
４
７
０

人
程
度
と
想
定
し
て
単
価
が
決
め
ら
れ
、

総
額
で
31
億
円
と
推
定
さ
れ
た
。
処
方

さ
れ
る
患
者
１
人
当
た
り
の
薬
剤
費
は

年
間
３
５
０
０
万
円
と
高
額
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
肺
が
ん
へ
適
用
範

囲
が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
患
者
数
の

大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
、
単
価
が
据

え
置
か
れ
れ
ば
薬
剤
費
は
1.75
兆
円
に
達

す
る
と
の
試
算
が
示
さ
れ
た
。
効
能
が

高
い
と
は
い
え
、
単
品
の
年
間
の
薬
剤

費
1.75
兆
円
は
、
日
本
の
薬
剤
費
総
額
９

兆
円
と
比
較
し
て
も
巨
額
な
費
用
で
あ

る
。
た
だ
で
さ
え
高
い
伸
び
と
な
っ
て

い
る
薬
剤
費
を
さ
ら
に
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
米
国
や
英
国
で
発

売
さ
れ
た
際
の
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
薬
価
は

日
本
の
半
値
以
下
で
あ
っ
た
。

　
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
価
格
問
題
が
提
起
さ

れ
た
の
は
、
市
場
拡
大
再
算
定
の
必
要

性
や
外
国
価
格
と
の
乖
離
が
大
き
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
で
も
、
２
年
ご
と

の
価
格
改
定
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

迅
速
に
価
格
再
算
定
を
行
う
ル
ー
ル
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間

に
巨
額
の
国
民
負
担
が
発
生
す
る
。

ル
ー
ル
を
見
直
す
べ
き
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　
現
行
の
薬
価
制
度
の
問
題
点
は
こ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
類
似
薬
の
な
い
新
薬

の
原
価
は
製
薬
企
業
の
申
請
ベ
ー
ス
で

決
め
ら
れ
る
が
、
価
格
の
妥
当
性
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
に
も
、
製
造
総
原
価

だ
け
で
、
内
訳
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

透
明
性
が
欠
如
し
、
妥
当
性
の
検
証
が

で
き
な
い
。

　
ま
た
、
薬
価
の
改
定
は
前
述
の
よ
う

に
２
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
が
、
市
場
価

格
が
毎
年
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
国
民
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
改
定
す
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
毎
年
の
改
定
に
す
れ
ば
、

国
民
負
担
は
２
０
０
０
億
円
近
く
軽
減

さ
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ

き
は
、
保
険
で
適
用
さ
れ
る
薬
価
と
市

場
価
格
の
差
で
あ
る
薬
価
差
益
は
誰
の

も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
２
年
に

１
回
の
改
定
で
は
、
差
益
は
医
療
機
関

や
薬
局
の
懐
に
入
っ
て
し
ま
い
、
国
民

に
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

　
薬
価
の
毎
年
改
定
に
は
、
薬
価
の
市

場
価
格
の
把
握
が
難
し
い
、
製
薬
会
社

の
創
薬
意
欲
を
損
な
う
な
ど
、
強
い
反

対
が
あ
る
。
で
は
市
場
価
格
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
態
を
見
よ

う
に
も
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
医
薬
品
価
格
調
査
」
に
は
、
必

要
な
情
報
は
あ
き
れ
る
ほ
ど
何
も
載
っ

て
い
な
い
。
年
間
９
兆
円
に
達
す
る
薬

剤
費
の
市
場
価
格
が
不
透
明
な
ま
ま
で

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
薬

価
は
市
場
価
格
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

り
、
製
薬
会
社
の
創
薬
意
欲
と
は
無
関

係
の
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の

「
薬
価
制
度
の
抜
本
的
改
革
待
っ
た
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

薬
価
差
益
は
誰
の
も
の
か―

」

薬
の
流
通
制
度
自
体
に
問
題
が
あ
り
、

薬
価
の
市
場
価
格
の
形
成
が
ゆ
が
め
ら

れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
多
い
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
薬
の
流
通
制
度
自
体
の
見
直

し
も
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　
薬
剤
費
は
国
民
医
療
費
を
押
し
上
げ

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
薬
価

制
度
の
抜
本
改
革
は
待
っ
た
な
し
で
あ

る
。

　
　
　
日
本
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
高
橋
　
進

Ｑ
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、
老
齢

年
金
受
給
の
た
め
の
期
間
が
短
縮
さ
れ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
公
的
年
金
制
度
に
お
い
て
、
老
齢
年

金
の
受
給
資
格
を
得
る
た
め
に
必
要
な

保
険
料
の
納
付
期
間
を
従
来
の
２
５
年

か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
改
正
年
金
機
能

強
化
法
が
可
決
、
成
立
し
た
こ
と
は
、

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
テ
レ
ビ
や
新

聞
等
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
改
正
法
は
平
成
29
年
８
月
に

施
行
さ
れ
、
実
務
上
は
10
月
か
ら
新
た

に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
が
増
え
る
こ

と
に
な
る
見
込
み
で
す
。
日
本
年
金
機

構
で
は
、
文
書
等
の
発
送
を
平
成
29
年

の
３
月
以
降
よ
り
実
施
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
受
給
に
は
際
し
て
は
、
本

人
か
社
会
保
険
労
務
士
の
提
出
代
行
等

に
よ
り
、
年
金
事
務
所
に
裁
定
請
求
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
た
に
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
加
入
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）

が
10
年
以
上
25
年
未
満
の
人
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
25
年
の
納
付
済
期
間
と
い
う

条
件
を
満
た
せ
な
か
っ
た
た
め
に
無
年

金
だ
っ
た
人
の
救
済
に
つ
な
が
り
ま

す
。
た
だ
し
、
法
改
正
前
の
過
去
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎

年
金
）
の
場
合
、
年
金
額
は
加
入
期
間

に
応
じ
て
増
え
る
の
で
、
現
在
の
水
準

で
の
計
算
で
は
、
加
入
期
間
が
10
年
の

場
合
は
月
額
で
約
１
万
６
千
円
と
さ

れ
、
40
年
加
入
の
満
額
で
あ
る
約
６
万

５
千
円
と
比
べ
て
支
給
額
は
低
く
な
り

ま
す
。

　
年
金
受
給
資
格
期
間
が
従
来
の
原
則

25
年
以
上
か
ら
「
10
年
以
上
」
に
短
縮

さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
期
間

不
足
の
た
め
無
年
金
と
さ
れ
て
い
た
方

に
と
っ
て
は
朗
報
と
言
え
ま
す
。
25
年

に
達
し
て
い
な
か
っ
た
方
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ま
で
未
加
入
期
間
が
多
く
て

国
民
年
金
の
受
給
が
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
方
も
、
後
納
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

で
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合

や
、
年
金
額
が
増
額
で
き
る
ケ
ー
ス
も

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
は
、
一
時
的
な
出
費
は

あ
っ
て
も
生
涯
続
く
年
金
の
支
給
を
考

え
る
と
多
く
の
場
合
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
年
金
加
入
期
間

等
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
年
金
事
務
所

で
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
年
金
事
務
所
窓
口
や
社
会
保
険
労
務

士
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
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12
月
の
業
況
と
先
行
き
見
通
し

　
12
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
▲
２
１
．
７
と
、
前
月
か
ら
＋

１
．
２
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。
冬
の
観

光
需
要
が
堅
調
な
宿
泊
業
・
飲
食
業

に
加
え
、
運
送
業
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
な
ど
が
下
支
え
し
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
業
況
感
が
広
く
改
善
し
た
。
ま
た
、

卸
売
業
か
ら
農
産
物
の
価
格
高
騰
の

影
響
が
和
ら
い
だ
と
の
声
や
、
建
設

業
か
ら
住
宅
な
ど
民
間
工
事
の
堅
調

な
動
き
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。
他
方
、
消
費
低
迷
が
続
く
中
、

人
手
不
足
に
よ
る
受
注
機
会
の
損
失

や
人
件
費
の
上
昇
が
中
小
企
業
の
マ

イ
ン
ド
を
下
押
し
し
て
お
り
、
業
況

改
善
の
動
き
は
依
然
と
し
て
力
強
さ

を
欠
い
て
い
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
１
．
５
（
今
月
比

＋
０
．
２
ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ
ぼ
横
ば

い
を
見
込
む
。
冬
の
賞
与
増
、
株
高

進
行
に
よ
る
個
人
消
費
の
伸
び
や
設

備
投
資
の
増
加
、
海
外
経
済
回
復
に

期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。
他
方
、

消
費
低
迷
の
長
期
化
、
人
手
不
足
の

影
響
拡
大
、
次
期
米
国
大
統
領
の
政

策
の
影
響
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
感

を
懸
念
す
る
声
は
多
く
、
中
小
企
業

に
お
い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て

い
な
い
。

ロ
ボ
調
査

ロ
ボ
調
査
12
月
集
計
結
果
（
早
期
景
気
観
測
）

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
３
カ
月
連
続
改
善
。
先
行
き
は
不
透
明
感
強
く
、
横
ば
い
圏
内
の
動
き

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

《業況ＤＩ（全産業・前年同月比）の推移》

業況ＤＩ（前年同月比）の推移

※　ＤＩ値（景況判断指数）について
ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多
いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、
強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
　　業況・採算：（好転）－（悪化）　  売上：（増加）－（減少）

※「先行き見通し」は当月に比べた向こう3カ月の先行き見通しDI

全 産 業

建　設

製　造

卸　売

小　売

サービス

8月 9月

▲24.5

▲22.6

▲20.8

▲27.5

▲37.2

▲16.9

10月

▲25.5

▲12.9

▲18.1

▲29.0

▲47.6

▲20.7

▲21.5

▲6.0

▲20.6

▲24.6

▲34.2

▲19.6

▲24.9

▲17.8

▲20.2

▲33.1

▲38.2

▲18.9

▲27.8

▲16.1

▲24.7

▲27.7

▲43.5

▲23.8

先行き見通し
12～2月

2016年
6月

▲22.9

▲11.0

▲18.2

▲26.4

▲38.5

▲20.3

▲21.7

▲12.7

▲19.6

▲22.5

▲38.2

▲14.6

11月7月

業況ＤＩの推移（全産業・同年同月比）
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労
務
相
談
室

　
抗
が
ん
剤
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
価
格
を
巡

る
問
題
は
緊
急
に
50
％
引
き
下
げ
る
こ

と
で
決
着
し
た
が
、
同
時
に
薬
価
制
度

の
抱
え
る
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

　
健
康
保
険
の
対
象
と
な
る
新
薬
の
価

格
は
、
類
似
薬
効
比
較
方
式
か
原
価
計

算
方
式
の
い
ず
れ
か
で
決
め
ら
れ
る
。

前
者
は
同
じ
効
果
を
持
つ
類
似
薬
が
あ

る
場
合
で
、
後
者
は
類
似
薬
が
な
い
場

合
に
、
原
材
料
費
、
製
造
経
費
な
ど
を

積
み
上
げ
て
算
定
す
る
。
類
似
薬
に
比

べ
高
い
有
用
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
加
算
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
外
国
価

格
と
の
乖
離
（
か
い
り
）
が
大
き
い
場

合
に
は
調
整
を
行
う
。

　
す
で
に
保
険
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
２
年
に
１
度
実

施
さ
れ
る
診
療
報
酬
の
改
定
に
合
わ
せ

て
薬
価
が
改
定
さ
れ
る
。
こ
の
際
に
は

市
場
の
実
勢
価
格
を
反
映
し
て
薬
価
が

改
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
初
の
予
想
販

売
量
を
大
幅
に
超
え
て
販
売
さ
れ
た
医

薬
品
に
つ
い
て
一
定
額
を
超
え
た
場
合

に
は
薬
価
改
定
時
に
価
格
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
（
市
場
拡
大
再
算
定
）
。

　
新
薬
で
あ
る
オ
プ
ジ
ー
ボ
は
、
原
価

計
算
方
式
で
薬
価
が
決
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
世
界
に
先
駆
け
て
日
本
で
発
売
さ

れ
た
た
め
、
発
売
当
初
は
参
考
と
な
る

外
国
価
格
が
な
か
っ
た
。
オ
プ
ジ
ー
ボ

の
原
価
に
対
し
て
、
患
者
数
は
４
７
０

人
程
度
と
想
定
し
て
単
価
が
決
め
ら
れ
、

総
額
で
31
億
円
と
推
定
さ
れ
た
。
処
方

さ
れ
る
患
者
１
人
当
た
り
の
薬
剤
費
は

年
間
３
５
０
０
万
円
と
高
額
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
肺
が
ん
へ
適
用
範

囲
が
拡
大
し
た
こ
と
に
伴
い
患
者
数
の

大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
、
単
価
が
据

え
置
か
れ
れ
ば
薬
剤
費
は
1.75
兆
円
に
達

す
る
と
の
試
算
が
示
さ
れ
た
。
効
能
が

高
い
と
は
い
え
、
単
品
の
年
間
の
薬
剤

費
1.75
兆
円
は
、
日
本
の
薬
剤
費
総
額
９

兆
円
と
比
較
し
て
も
巨
額
な
費
用
で
あ

る
。
た
だ
で
さ
え
高
い
伸
び
と
な
っ
て

い
る
薬
剤
費
を
さ
ら
に
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
米
国
や
英
国
で
発

売
さ
れ
た
際
の
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
薬
価
は

日
本
の
半
値
以
下
で
あ
っ
た
。

　
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
価
格
問
題
が
提
起
さ

れ
た
の
は
、
市
場
拡
大
再
算
定
の
必
要

性
や
外
国
価
格
と
の
乖
離
が
大
き
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
で
も
、
２
年
ご
と

の
価
格
改
定
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

迅
速
に
価
格
再
算
定
を
行
う
ル
ー
ル
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間

に
巨
額
の
国
民
負
担
が
発
生
す
る
。

ル
ー
ル
を
見
直
す
べ
き
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　
現
行
の
薬
価
制
度
の
問
題
点
は
こ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
類
似
薬
の
な
い
新
薬

の
原
価
は
製
薬
企
業
の
申
請
ベ
ー
ス
で

決
め
ら
れ
る
が
、
価
格
の
妥
当
性
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
に
も
、
製
造
総
原
価

だ
け
で
、
内
訳
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

透
明
性
が
欠
如
し
、
妥
当
性
の
検
証
が

で
き
な
い
。

　
ま
た
、
薬
価
の
改
定
は
前
述
の
よ
う

に
２
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
が
、
市
場
価

格
が
毎
年
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
国
民
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
毎
年
改
定
す
る
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
毎
年
の
改
定
に
す
れ
ば
、

国
民
負
担
は
２
０
０
０
億
円
近
く
軽
減

さ
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ

き
は
、
保
険
で
適
用
さ
れ
る
薬
価
と
市

場
価
格
の
差
で
あ
る
薬
価
差
益
は
誰
の

も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
２
年
に

１
回
の
改
定
で
は
、
差
益
は
医
療
機
関

や
薬
局
の
懐
に
入
っ
て
し
ま
い
、
国
民

に
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

　
薬
価
の
毎
年
改
定
に
は
、
薬
価
の
市

場
価
格
の
把
握
が
難
し
い
、
製
薬
会
社

の
創
薬
意
欲
を
損
な
う
な
ど
、
強
い
反

対
が
あ
る
。
で
は
市
場
価
格
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
態
を
見
よ

う
に
も
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
医
薬
品
価
格
調
査
」
に
は
、
必

要
な
情
報
は
あ
き
れ
る
ほ
ど
何
も
載
っ

て
い
な
い
。
年
間
９
兆
円
に
達
す
る
薬

剤
費
の
市
場
価
格
が
不
透
明
な
ま
ま
で

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
薬

価
は
市
場
価
格
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

り
、
製
薬
会
社
の
創
薬
意
欲
と
は
無
関

係
の
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の

「
薬
価
制
度
の
抜
本
的
改
革
待
っ
た
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

薬
価
差
益
は
誰
の
も
の
か―

」

薬
の
流
通
制
度
自
体
に
問
題
が
あ
り
、

薬
価
の
市
場
価
格
の
形
成
が
ゆ
が
め
ら

れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
多
い
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
薬
の
流
通
制
度
自
体
の
見
直

し
も
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　
薬
剤
費
は
国
民
医
療
費
を
押
し
上
げ

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
薬
価

制
度
の
抜
本
改
革
は
待
っ
た
な
し
で
あ

る
。

　
　
　
日
本
総
合
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
高
橋
　
進

Ｑ
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、
老
齢

年
金
受
給
の
た
め
の
期
間
が
短
縮
さ
れ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
公
的
年
金
制
度
に
お
い
て
、
老
齢
年

金
の
受
給
資
格
を
得
る
た
め
に
必
要
な

保
険
料
の
納
付
期
間
を
従
来
の
２
５
年

か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
改
正
年
金
機
能

強
化
法
が
可
決
、
成
立
し
た
こ
と
は
、

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
テ
レ
ビ
や
新

聞
等
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
改
正
法
は
平
成
29
年
８
月
に

施
行
さ
れ
、
実
務
上
は
10
月
か
ら
新
た

に
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
が
増
え
る
こ

と
に
な
る
見
込
み
で
す
。
日
本
年
金
機

構
で
は
、
文
書
等
の
発
送
を
平
成
29
年

の
３
月
以
降
よ
り
実
施
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
受
給
に
は
際
し
て
は
、
本

人
か
社
会
保
険
労
務
士
の
提
出
代
行
等

に
よ
り
、
年
金
事
務
所
に
裁
定
請
求
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
た
に
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
加
入
期
間
（
免
除
期
間
を
含
む
）

が
10
年
以
上
25
年
未
満
の
人
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
25
年
の
納
付
済
期
間
と
い
う

条
件
を
満
た
せ
な
か
っ
た
た
め
に
無
年

金
だ
っ
た
人
の
救
済
に
つ
な
が
り
ま

す
。
た
だ
し
、
法
改
正
前
の
過
去
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎

年
金
）
の
場
合
、
年
金
額
は
加
入
期
間

に
応
じ
て
増
え
る
の
で
、
現
在
の
水
準

で
の
計
算
で
は
、
加
入
期
間
が
10
年
の

場
合
は
月
額
で
約
１
万
６
千
円
と
さ

れ
、
40
年
加
入
の
満
額
で
あ
る
約
６
万

５
千
円
と
比
べ
て
支
給
額
は
低
く
な
り

ま
す
。

　
年
金
受
給
資
格
期
間
が
従
来
の
原
則

25
年
以
上
か
ら
「
10
年
以
上
」
に
短
縮

さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
期
間

不
足
の
た
め
無
年
金
と
さ
れ
て
い
た
方

に
と
っ
て
は
朗
報
と
言
え
ま
す
。
25
年

に
達
し
て
い
な
か
っ
た
方
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ま
で
未
加
入
期
間
が
多
く
て

国
民
年
金
の
受
給
が
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
方
も
、
後
納
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

で
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合

や
、
年
金
額
が
増
額
で
き
る
ケ
ー
ス
も

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
は
、
一
時
的
な
出
費
は

あ
っ
て
も
生
涯
続
く
年
金
の
支
給
を
考

え
る
と
多
く
の
場
合
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
年
金
加
入
期
間

等
に
つ
い
て
不
明
の
点
は
年
金
事
務
所

で
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
年
金
事
務
所
窓
口
や
社
会
保
険
労
務

士
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
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と
し
て
再
び
大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
来
ま
し
た
。当
団
体
で
は
そ
の

よ
う
な
流
れ
を
踏
ま
え
、そ
ろ
ば
ん
の
魅

力
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト「
そ
ろ
ば
ん
を

作
っ
て
学
ぼ
う
」も
主
事
業
の
ひ
と
つ
に

加
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、指
先
を
使
っ
て
小
さ
な
珠
を
は

じ
く
こ
と
は
幼
児
や
児
童
ば
か
り
で
な

く
、大
人
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
有
効

だ
と
の
考
え
か
ら
、大
人
の
方
を
対
象
と

し
た「
お
と
な
の
そ
ろ
ば
ん
教
室
“
キ
ラ

キ
ラ
そ
ろ
ば
ん
”
」も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。現
在
隔
週
水
曜
日
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
、土
浦
商
工
会
議
所
３
階

ホ
ー
ル
に
て
第一期
の
講
座
が
進
行
中
で

す
。そ
ろ
ば
ん
は
全
く
初
め
て
だ
と
い
う

方
か
ら
3
級
2
級
の
方
ま
で
、さ
ま
ざ

ま
な
大
人
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

練
習
に
励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
日
本
珠
算
連
盟
土
浦
支
部
は
そ
の
前

身
と
な
る
茨
城
県
南
珠
算
連
合
会（
昭

和
51
年
創
立
）か
ら
平
成
9
年
4
月
に

独
立
し
た
そ
ろ
ば
ん
指
導
者
た
ち
の
団

体
で
す
。土
浦
市
を
中
心
と
す
る
周
辺

地
域
24
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。主
な
事
業
は
商
工
会
議
所
珠
算
能

力
検
定
試
験
へ
の
実
施
協
力
を
始
め
と

し
、「
暗
算
検
定
」「
段
位
認
定
試
験
」な

ど
の
検
定
試
験
実
施
、が
ん
ば
る
生
徒

を
表
彰
す
る「
優
良
生
徒
表
彰
式
」、年

2
回
の
競
技
会「
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー

ル
」「
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
」、各
地
の

小
学
校
に
出
向
き
、３
年
生
、４
年
生
に

そ
ろ
ば
ん
を
指
導
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
平
成
12
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
ま

す
。

　
近
年
そ
ろ
ば
ん
は
単
な
る
計
算
道
具

で
は
な
く
、暗
算
力
や
数
感
覚
を
飛
躍

的
に
成
長
さ
せ
る
教
育
方
法
の
ひ
と
つ

M
E
M
B
E
R
S’N
O
W
会

員

紹

介
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日
珠
連
土
浦
支
部
主
催
、

お
と
な
の
そ
ろ
ば
ん
教
室

　
　
　
　
　
「
キ
ラ
キ
ラ
そ
ろ
ば
ん
」

月
２
回
　
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

受
講
料
　
月
2
，
0
0
0
円

問
合
せ
先

0
8
0－

3
4
0
0－

2
7
3
2
青
野
ま
で

日
本
珠
算
連
盟
土
浦
支
部

日
本
珠
算
連
盟
土
浦
支
部

日
本
珠
算
連
盟
土
浦
支
部

事
業
案
内
、人
物
紹
介
、新
製
品
や
商

品
紹
介
ｅ
ｔ
ｃ…

会
員
企
業
の
情
報

を
当
所
職
員
が
取
材
の
上
、無
料
で

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い（
総
務
課
８

２
２
ー
０
３
９
１
ま
で
）。

土浦イベント歳時記土浦イベント歳時記（1月中旬～2月中旬）

第１3回土浦の雛まつり

２月４日(土)～３月３日(金) 28日間
土浦まちかど蔵「大徳」「野村」、周辺商店街、小町の館 他

　古くから伝わる雛人形、
つるし雛などが街を彩ります。

第11回 荒川沖DO!!すっぺまつり

１月２９日(日)
土浦市立荒川沖小学校体育館及びその周辺

　荒川沖地区恒例のイベントです。

　ご当地の有名店による食の祭典

「A１グランプリ（Arakawaoki の Aji を競う）」開催。

※詳細は7ページ

日本珠算連盟土浦支部ホームページ
http://www.soroban-tsuchiura.jp/

そろばんを作って学ぼう
大人のそろばん教室

日珠連土浦支部会員教室
飯塚珠算塾　　　　土浦市真鍋　　　029-822-5691
土浦池田珠算塾　　土浦市城北町　　029-821-6840
石浜そろばん塾　　土浦市天川　　　029-824-6532
真鍋珠算教室　　　土浦市真鍋　　　029-823-6497
桜川珠算学院　　　土浦市生田町　　029-822-1877
千浜珠算塾　　　　土浦市乙戸　　　029-842-2745
青野珠算教室　　　土浦市摩利山　　080-3400-2732
KUWABARA パッソロスクール　
　　　　　　かすみがうら市下稲吉　029-831-3958
桜珠算塾　　　　　つくば市栗原　　029-857-5373
実そろばん教室　　つくば市春日　　029-856-1170
戸崎そろばん教室　牛久市中央　　　029-873-2848
ノジマ珠算教室　　牛久市牛久町　　029-872-0372
すくーる nissin  　牛久市柏田町　　029-875-8814
すくーる nissin  　阿見町青宿　　　029-887-0301
青野珠算教室　　　稲敷市椎塚　　　029-892-1799
小関珠算学院　　　稲敷市下太田　　0297-87-4701
春龍会珠算塾　　　石岡市高浜　　　0299-23-0310
昌浦そろばん教室　龍ヶ崎市馴馬　　0297-64-0963
秋田珠算塾　　　　筑西市門井　　　0296-57-4600
潮来珠算学院　　　潮来市日の出　　0299-66-4688
はいしま総合学院　常総市大塚戸町　0297-27-1165
山中珠算塾　　　　常総市水海道　　0297-23-2585
藤田珠算塾　　　　守谷市百合ヶ丘　0297-48-5433
北原珠算塾　　　　取手市新取手　　0297-73-4722

※詳細は7ページ


